
地域密着型金融推進の取り組み状況

（平成24年4月～平成25年3月）
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１．地域密着型金融推進に関する基本方針
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《目指す姿》
県内No．１の信認と圧倒的な存在感
を有し、地域の未来を支える銀行

当行は、企業理念である「地域のために お客さまとともに 人を大切に」に基づき、地域との共存共
栄を目指し、地域密着型金融の推進に取り組んでおります。
また、第１４次中期経営計画「AOGIN Triple“UP”計画」（平成２５年４月～平成２８年３月）におい

て目指す姿を「県内Ｎｏ．１の信認と圧倒的な存在感を有し、地域の未来を支える銀行」として掲げてお
り、地域支援に向けた取り組みを強化することで、地域経済の発展に貢献してまいります。

企業理念・中期経営計画における目指す姿を実践し、銀行業務を
通じた地域社会の活性化を追求します。

地域密着型金融推進に関する基本方針

《企業理念》《企業理念》 《中期経営計画》《中期経営計画》

第14次中期経営計画

「AOGIN Triple“UP”計画」



２．地域密着型金融推進に関する態勢整備の状況
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地 域

お 客 さ ま

創業・新事業
開拓支援

ビジネスマッチング
事業拡大支援

地域の面的再生
への積極的な参画

事業承継
支援

経営改善
支援

地域・利用者の皆さま
への情報発信

連携連携

当行は、お客さまの多様なニーズ・経営課題に的確にお応えしていくため、営業店・本部専担部署との
連携強化や外部機関等との提携拡大など、地域密着型金融の推進態勢の充実に取り組んでおります。

連 携

外部機関（行政機関、地域経済活性化支援機構等）、外部専門家（税理士、弁護士、公認会計士等）、その他専門機関

営 業 店

法 人 営 業 部
○ 業種専門チーム（環境・エネルギー、医療・介護、アグリビジネス）
○ 事業承継・M&Aサポートデスク

審査部

青森銀行

○ 企業支援室



お客さまと経営課題を共有し解決できる行員の育成・充実を図るため、行内資格者である法人FAを養成
するとともに、各種研修の実施等により目利き能力の向上に向けた人材の育成に努めてまいりました。
お客さまとの日常的、継続的な接触を更に深めながら、営業店・本部が一体となって事業の価値を見極

め、経営課題の把握および解決に向けた取り組みを充実させてまいります。

３．お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮

（１）目利き能力の向上に向けた人材の育成（１）目利き能力の向上に向けた人材の育成

［ 平成24年度の取組実績 ］

法人FA制度
企業経営全般の課題解決に向け、一定のコンサルティング能力を有する行員を
認定。平成２４年度は15名を認定し営業店へ配置。

融資営業マン制度
審査能力等の向上に向けた長期研修の実施。
平成24年度は4名を育成。累計35名を育成し営業店へ配置。

融資インターバル研修
営業店行員のスキル向上を目的とした審査部でのインターバル研修の実施。
平成24年度は14名を育成。

企業再生セミナー
外部コンサルティング会社を活用し、行員向けの企業再生に関するセミナーを
開催。合計255名が参加。

業種特性を踏まえた、企業の技術力や将来性の「目利き力」を持った人材の育成に努め、
お客さまとの関係を構築し経営課題の共有および解決に向けた取り組みを実施しております。
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あおぎん賞（産業、地域開発等の振興に貢献した団体等への助成） 2先（累計55先）

当行が出資参加しているファンド

あおもりクリエイトファンド

（成長可能性を有する企業への出資）
5先／235百万円

東日本大震災中小企業復興支援ファンド

（新事業展開を含む復興関連、成長・発展を目指す企業への出資）
4先／910百万円

あおもり農商工連携ファンド

（新商品開発や販路拡大等の事業支援に係る助成）
19先／35百万円

○ 創業・新事業支援融資○ 創業・新事業支援融資

平成24年度実績 40件 1,690百万円

（２）創業・新事業開拓支援（２）創業・新事業開拓支援

創業や新事業開拓を目指すお客さまへの支援として、創業・新事業支援融資や地場産業への助成、地域
ファンドを通じた出資などに取り組んでまいりました。今後も資金供給や助成、出資などによる支援態勢
の充実を図ってまいります。
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３．お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮

○ 個人保証・不動産担保に依存しない融資○ 個人保証・不動産担保に依存しない融資

○ 地場産業への助成や各種ファンドを通じた出資（平成24年度）○ 地場産業への助成や各種ファンドを通じた出資（平成24年度）

平成24年度実績 425件 9,993百万円



成長段階において更なる飛躍が見込まれるお客さまへの支援として、北東北3行共同ビジネス商談会
（Netbix）によるビジネスマッチングや海外進出支援等に取り組んでまいりました。
また、外部機関との提携による各種ソリューションの提供により、お客さまの様々なニーズに対応でき

る体制の充実に努めております。

○ビジネスマッチング支援○ビジネスマッチング支援

24年10月 イオンスーパーセンター㈱

24年10月 地方銀行フードセレクション2012

25年 3月 北東北三行ものづくり企業フォーラム

［ 平成24年度の商談会等取組実績 ］

上記の商談会等のほか、取引先からの依頼に基づき、
ビジネスマッチング先を個別に紹介しております。

平成24年度は新たに、省エネに関する設備投資や補助金等に関するニーズ、複雑化・多様化する企業リスクへの
対策および海外進出におけるビジネスサポートに対応した業務提携を開始しております。
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３．お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮

（３）ビジネスマッチング・事業拡大支援（３）ビジネスマッチング・事業拡大支援

○外部提携機関を活用したニーズへの対応○外部提携機関を活用したニーズへの対応



経営改善が必要なお客さまへの取り組みとして、外部機関（中小企業再生支援協議会、外部コンサルタ
ント会社など）の活用による企業の早期再生と事業の再構築に向けた支援を強化しております。
また、当行では経営改善支援取組先を指定し、審査部内の専担部署である企業支援室と営業店が一体と

なって、経営指導や計画の策定支援など早期段階から経営改善を支援する体制を構築しております。
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（４）経営改善支援（４）経営改善支援

３．お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮

○企業の早期再生、事業の再構築に向けた支援○企業の早期再生、事業の再構築に向けた支援

再生支援案件
中小企業再生支援協議会を活用した再生支援案件 ・・・・ 7件

外部コンサルタント会社等を活用した再生支援案件 ・・・ 3件

○経営改善支援取組先を中心とした重点的な経営改善支援への取り組み○経営改善支援取組先を中心とした重点的な経営改善支援への取り組み

（単位：先数）

αのうち期末に債務
者区分がランクアッ
プした先数　β

αのうち期末に債務
者区分が変化しな
かった先　γ

αのうち再生計画を
策定した先数　δ

正常先　① 5,784 19 6 4 0.33% 21.05%

うち要注意先　② 2,777 149 21 119 113 5.37% 14.09% 75.84%

うち要管理先　③ 26 11 0 10 6 42.31% 0.00% 54.55%

破綻懸念先　④ 440 39 3 30 32 8.86% 7.69% 82.05%

実質破綻先　⑤ 224 11 2 7 9 4.91% 18.18% 81.82%

破綻先　⑥ 32 1 1 0 1 3.13% 100.00% 100.00%

小　計（②～⑥の計） 3,499 211 27 166 161 6.03% 12.80% 76.30%

合　計 9,283 230 27 172 165 2.48% 11.74% 71.74%

要
注
意
先

うち

経営改善支援
取組み先　α

期初債務者数
Ａ

ランクアップ率
＝β/α

再生計画策定率
＝δ/α

経営改善支援
取組み率
＝α/Ａ



金融支援

資産売却に連動して返済
取引金融機関

《取組み内容》
○会社分割等を用いて、３社を統合。
○３社統合後、㈱地域経済活性化支援機構、地元スポンサー企業および当行は、経営陣派遣による
人材面の支援および出資・新規融資による資金面の支援を実施。

○新規融資は売掛債権および在庫を担保とした動産担保融資（ＡＢＬ）を活用。

地元スポンサーも参画した面的再生により、地域の雇用確保および被災企業の復旧に貢献

業種：水産加工業（３社）
背景：業績が低迷する中、東日本大震災の発生により工場および機械設備が被災し、事業継続には金融

支援が不可欠な状況となる。

《事例Ⅰ》㈱地域経済活性化支援機構およびＡＢＬを活用した事業再生事例《事例Ⅰ》㈱地域経済活性化支援機構およびＡＢＬを活用した事業再生事例

出資

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

統合会社（存続会社）

地元スポンサー ㈱地域経済活性化支援機構

人材派遣新規融資 出資 人材派遣新規融資

当行 他行

人材派遣 新規融資（ＡＢＬの活用）
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３．お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮



当行がメイン行として支援態勢を明確にすることで、他行との協調支援態勢を構築

業種：食品加工業
背景：仕入価格の高騰により赤字発生。在庫管理の徹底や経営体制強化などを骨子とした経営改善計画を

策定した。

《事例Ⅱ》ＤＤＳおよびＡＢＬを活用した事業再生事例《事例Ⅱ》ＤＤＳおよびＡＢＬを活用した事業再生事例

外部コンサルタント会社と連携した経営改善計画の策定外部コンサルタント会社と連携した経営改善計画の策定

当行（メイン行）主導による協調支援態勢の構築当行（メイン行）主導による協調支援態勢の構築

○営業店・本部が連携し、当社経営陣と計画策
定支援の必要性について認識を共有化。

○外部コンサルタント会社と連携し、経営改善
計画の策定に着手。

○当行借入金の一部劣後化（ＤＤＳ）により債
務超過の解消年数を短縮し、計画の蓋然性を
高めるとともに、仕入資金については在庫を
担保とした動産担保融資（ＡＢＬ）を活用。

○他行（サブ行）に対しては、計画キャッシュ
フローでの弁済による協調支援態勢を依頼。

当行
（メイン行）

他行
（サブ行）

④計画キャッシュフローでの
弁済による協調支援態勢を依頼

⑤協調支援
同意

外部コンサル
タント会社

連携

Ｄ社

①経営改善計画の策定
②当行貸出金の一部劣後化（ＤＤＳ）
による債務超過の解消年数短縮化

③仕入資金は在庫を担保とした動産
担保融資（ＡＢＬ）を活用
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３．お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮



開催回数 17回

参加人数 516名

事業承継が必要なお客さまへの支援として、本部専担部署を設置したほか、外部専門機関との連携を強
化し、事業承継問題の解決に向けた周知活動、サポート活動に積極的に取り組んでまいりました。

［事業承継セミナー］

事業承継問題の解決に向けた周知活動と継続的なサポートに
より、お客さまの経営課題解決ならびにリレーション強化を
図っております。

平成24年4月より本部内に事業承継・Ｍ＆Ａサポートデス
クを設置し、お客さまが抱える事業承継問題の解決やＭ＆Ａ
実行に向けたサポート活動を積極的に実施しております。

税理士法人やコンサルティング会社との提携を強化し、より
専門的な支援活動を実施するよう、体制の充実に努めており
ます。
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３．お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮

（５）事業承継支援（５）事業承継支援

○ 事業承継・M&Aセミナーの開催○ 事業承継・M&Aセミナーの開催

○ 事業承継・M&Aサポートデスクの設置○ 事業承継・M&Aサポートデスクの設置

○ 外部専門機関との連携によるサポート体制の強化○ 外部専門機関との連携によるサポート体制の強化



○ アグリビジネスへの取り組み○ アグリビジネスへの取り組み

○ 東北・北海道地区交流促進に向けた取り組み○ 東北・北海道地区交流促進に向けた取り組み

地域の活性化に向け、東北・北海道地区の交流促進に向けた取り組みや、再生可能エネルギー分野への
取り組み、青森県の基幹産業であるアグリビジネスへの各種サポート等を実施しております。

東北・北海道地区の地域交流を多方面から積極的にサ
ポートしていくための連携体制を強化しております。

北洋銀行との地域経済活性化に関する
連携協定の締結

北海道銀行との地域交流促進に向けた
業務提携の締結

あおぎん農業ローン
「アグリパートナー」の取り扱い

○ 再生可能エネルギー分野への取り組み○ 再生可能エネルギー分野への取り組み

本部内に専担者を配置し、外
部関係機関との連携による案
件組成を支援しております。
平成24年度下期には、当行
初となるメガソーラー発電事
業に対する資金供給を実施い
たしました。

青森県の基幹産業である農業に関しまして、「大規模
化」「農商工連携」「6次産業化」「異業種からの農業
参入」等へのサポートを実施しております。

農業経営アドバイザーの拡充
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４．地域の面的再生への積極的な参画

［北洋銀行との連携協定］



当行の「地域密着型金融の取り組み状況」につきましては、ホームページやディスクロージャー誌にお
いて１年間の活動内容を公表しております。
また、地域経済活性化への取り組み状況や地域への支援活動の状況等を記載した「地域貢献に関する情

報開示」につきましても、ホームページにおいて半期毎に状況を公表しております。
今後も地域の皆さまにご関心を持っていただけるよう、分かりやすい内容でお伝えしてまいります。

○ ホームページ○ ホームページ ○ ディスクロージャー誌○ ディスクロージャー誌
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５．地域や利用者の皆さまに対する積極的な情報発信

URL ： http://www.a-bank.jp/



再生可能エネルギー分野

医療・介護分野

アグリビジネス分野

ビジネスマッチング、企業誘致支援

北海道・北東北圏との連携強化

創業・起業支援コンサルティング

○ 行政機関との連携強化による、創業・起業に対する
サポートの強化

○ ビジネスマッチング支援の強化、青森県等と連携した
企業誘致への取り組み強化

○ 観光振興や企業交流促進等を通じた広域での地域活性
化支援

○ 外部専門機関との連携等による
コンサルティング機能の発揮

○ 成長分野への資金供給強化

当行では、第１４次中期経営計画（平成２５年４月～平成２８年３月）における基本戦略の１つとして、
「地域支援態勢の充実」を掲げており、成長分野への資金供給の強化や外部専門機関との連携等によるコン
サルティング機能の発揮に向けた取り組みを推進してまいります。

第14次中期経営計画 基本戦略「地域支援態勢の充実」

○ 風力発電・太陽光発電事業における県内参入事業者
への積極的な対応

○ 大規模化、6次産業化支援による取引先の育成強化
○ 加工・流通業者との連携強化による資金ニーズの取り
込み

○ 拡大する医療・介護マーケットへの積極支援
○ 関連事業者とのネットワーク強化や設備需要等への
取り組み
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○お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮○お取引先企業に対するコンサルティング機能の発揮

○地域の面的再生への積極的な参画○地域の面的再生への積極的な参画

［お客さまとの経営課題の把握と共有］
◇ 本部・営業店間の情報共有に向けた取得情報のデー
タベース化およびコンサルティング活動を通じたお
客さまとの経営課題の共有。

◇ 法人ＦＡの増員および行員のソリューション能力向
上に資する研修の実施による経営課題解決能力の強
化。

［お客さまとの経営課題の把握と共有］
◇ 本部・営業店間の情報共有に向けた取得情報のデー
タベース化およびコンサルティング活動を通じたお
客さまとの経営課題の共有。

◇ 法人ＦＡの増員および行員のソリューション能力向
上に資する研修の実施による経営課題解決能力の強
化。

［ソリューションの提案および実行］
◇ お客さまに対する事業計画の策定および実施に係る
指導や助言等を通じたリレーションの強化。

◇ 外部専門機関と連携した経営改善支援および事業再
生支援の継続。

◇ 事業承継等に関するセミナーの開催や提携機関との
連携によるソリューション提案の実施。

［ソリューションの提案および実行］
◇ お客さまに対する事業計画の策定および実施に係る
指導や助言等を通じたリレーションの強化。

◇ 外部専門機関と連携した経営改善支援および事業再
生支援の継続。

◇ 事業承継等に関するセミナーの開催や提携機関との
連携によるソリューション提案の実施。

◇ 中小企業支援ネットワークへの参加による地域全体
の経営改善・再生スキルの向上。

◇ 成長分野へのサポート強化、農林漁業成長化ファン
ドの創設による６次産業化支援。

◇ 中小企業支援ネットワークへの参加による地域全体
の経営改善・再生スキルの向上。

◇ 成長分野へのサポート強化、農林漁業成長化ファン
ドの創設による６次産業化支援。

当行はこれからも、コンサルティング機能の発揮、地域の面的再生に向けた取り組みを強化していくとと
もに、取り組み状況につきましては、地域の皆さまにご関心を持っていただけるよう、分かりやすく充実し
た内容で公表するよう努めてまいります。
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